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ロールベールサイレージから放散するアンモニアガスの測定方法と放散アンモニア量

によるサイレージ品質の推定方法

［要約］ サイレージから放散するガスによりその発酵品質を推測するため、ロールベ

ールサイレージから放散するアンモニアガスを、アンモニア用パッシブフラックスサン

プラー(以下、PFS)により測定した。ロールベールサイレージからのアンモニア放散量

は、PFSを設置した位置に関わらず同様の傾向を示し、1時間当りの放散量は捕集時間が

長くなるほど減少した。PFSでサイレージから放散されるアンモニアガスを３時間捕集

した場合、V-スコアが異なるエンバクサイレージとイタリアンライグラスサイレージで

は、継時的なアンモニアガス放散量は異なった。 

畜産技術センター・企画指導部・企画研究課       連絡先 046-238-4056

［背景・ねらい］ 

 サイレージの発酵過程で発生するガスの種類、濃度等について測定し、変敗の指標とな

るガスについて検討する。 

［成果の内容・特徴］ 

1 エンバク及びイタリアンライグラスでロールベールサイレージを調製した。エンバクサ

イレージは、VBN/TN は 37.5％で極度に不良、酪酸の生成が認められ、V-スコアは 0 で不

良と判定された（表１、表２）。イタリアンライグラスサイレージは、VBN/TN は 4.5％で

優、酪酸の生成は認められず V-スコアは 97 で良と判定された（表１）。 

2 パッシブフラックスサンプラー（以下、PFS）は、直径 20mm のセルセース製ろ紙（No51A、

アドバンテック、東京）に２％リン酸・１％グリセリン/メタノール溶液を 60μl 含浸さ

せ、真空乾燥させたものをプラスチック皿に O リングで固定して作成した（図１）。アン

モニア放散量をロールベールサイレージの上面及び側面で最上層のラップフィルム内に

１、３及び 24 時間設置して放散されるアンモニアガスを捕集した。 

3 ロールベールサイレージからのアンモニアガス放散量は、PFS を設置した位置に関わら

ず同様の傾向を示し、1 時間当りの放散量は、捕集時間が長くなるほど減少した（図２）。 

4 PFS でサイレージから放散されるアンモニアを３時間捕集した場合、不良発酵したエン

バクサイレージでは調製 14 日後から減少したが、良質発酵したイタリアンライグラスサ

イレージでは、調製 14 日後までは一定で、33 日後には増加した（図３）。 

5 以上のことから、ロールベールサイレージから放散されるアンモニアガスは、PFS によ

り捕集して分析することが可能である。一方、サイレージの発酵品質とアンモニアガス放

散量の関係は、V-スコアが異なるエンバクサイレージとイタリアンライグラスで継時的な

アンモニアガス放散量が異なる傾向を示したため、アンモニア放散量とサイレージの発酵

品質について検討することにより、ロールベールサイレージから発生するガスから発酵品

質を推定する方法の開発できるが可能がある。 

 ［成果の活用面・留意点］ 

1 PFS をロールベールサイレージの上面に設置した場合、降雨により PFS が濡れるため、

PFS の設置はロールベールサイレージ側面が適する。 
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表１　ロールベールサイレージの発酵品質

VBN VBN/TN

（mg/g） （％） 乳酸 酢酸 ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝ酸 酪酸

エンバク 5.9 1.17 37.5 3.3 3.1 1.0 1.3 0

ｲﾀﾘｱﾝﾗｲｸﾞﾗｽ 6.3 0.40 4.5 0.7 0.5 ND ND 97
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図１ PFS の構成

図２ V-スコアが異なるロールベールサイレージ

のアンモニアガス放散量の変化 
1 捕集時間は３時間 

図３ PFS によるロールベールサイレージから発生するアンモニアガス放散量の測定


